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関西支部

支部間調整結果

○調整結果について

北海道・関東・中部・九州支部の承認を得られましたので、下記の通り調整結果を再掲します。各支部の皆様におかれましては、調査にご協力頂き、まことにありがとうございました。

○告知について

各支部は、今回の調整結果について、加盟各校に周知を徹底するようお願い致します。

東西日本大会や支部大会のみではなく、全支部で統一した内容として、今後の全ての学生大会での基本方針である旨、過不足なくお伝え下さい。

○変更について

今回の調整で統一された内容については全支部で維持して下さい。

これらの内容が全支部間での調整結果である旨も含めて、何かしらの方法で支部内で引き継いでいくようにお願いします。
支部内で修正・変更する場合は、（極力事前に）全支部に連絡し審議にかけて下さい。
○今後について
今回の調査は、支部間の大会で特に差異がある部分について行いましたが、まだ様々な違いがあると思われます。漸次調整・統一し、最終的には射場環境や設備などの外的要因による差異以外、全日本的に統一された方法で大会運営出来るようになればと考えています。

また、今後の方針として、各種トラブル対応についても支部間で情報を共有し、蓄積していけるような体制を構築していきたいと思っています。
○エア出し

原則として、エア出しの宣言＋射場役員の立ち会いを求める。

ただし、準備・試射時間中は、射場役員の立ち会いなしにエア出しを行ってもよい。

試射時間中のエア出しについては、試射的の掲示があっても不問とする。

また、本射開始後は6.11.2.2の趣旨から、空気圧安定のためのエア出しは認めない。

シリンダー交換した場合についてもエア出しを認めない。

本射開始後に射場役員の許可なくエア出しをした場合、宣言の有無、本射的掲示の是非に関わらず、エア暴発として0点とする。

（始末書の提出を求めるかは支部次第。関西支部では始末書を提出）

本射中であっても、安全確認など必要がある場合に、こめてしまったエアを射場役員立ち会いのもとエアを放出することは認める。

	
	試射時間中


	本射時間中

（許可必要）

	宣言（常時必要）
	必要
	必要

	射場役員の立ち会い（原則必要）
	不要
	必要

	ペナルティ-標的掲示
	（不問）
	エア暴発扱い

	ペナルティ-宣言なし（※1）
	警告（※2）
	エア暴発扱い

	ペナルティ-立ち会いなし
	（不問）
	エア暴発扱い


※1： 本射時間中のエア出しについて、射場役員の立ち会いがあり、標的を掲示していない状態であれば、宣言なしでも警告に留める。ただし、周囲の選手への配慮のため、学連員は宣言をしてからエア出しするよう指導する。

※2：違反を繰り返す場合は、本射1発目から2点減→失格の対応も取りうる。

○残気出し

射群終了直後に限って、宣言をすれば射場役員の立ち会いなしに残気放出しても良いものとする。（射場役員は残気放出のアナウンスを行う）
ただし、フォローアップなどでタイミングがずれる場合は、射場役員の立ち会いを求める。立ち会いなしに残気放出した場合、警告を与える。
○安全確認

射場役員が安全確認を行ってからのみ、選手は射座を離れることが出来る。

射場役員の確認前に射座を離れた場合、その選手には警告を与える。繰り返される場合は、減点や失格も取りうる。

安全状態とは

・セイフティフラッグを装着し、

・抜弾され、空気が装填されておらず、

・ラッチ・ボルトが解放され、

・机（立射）や床（伏射）などの安定した場所に、

安置されている状態をさす。

（銃口カバーの使用については今後確認し決定する）
○射撃終了後の片付けについて
・銃器は射撃終了時の状態のまま射座においておく
・射撃に使用する道具類（※）は許可なく射座から持ち出してはいけない。騒がしくならないように、またコートの改変にあたらないように、射撃に使用する道具類は鞄などに片付けたりもしてはならない。チームメンバーに呼ばれた等で射撃中に射撃コートをきたまま一時的に射座を離れるのは許容。
（フォローアップ検査の便宜のため＋騒がしくしないため）
・整理や片付けは、周囲の選手の妨害にならないよう、静粛に行わなければならない。
※射撃コート、射撃シューズ、スリング、ニーリングロール、サイドブラインダーなど、フォローアップ検査に関わる物すべて。メモ帳やタオル、飲み物、目薬、耳栓、弾、スタンド、バイザーなどは含めない。
○紙標的（AR・AP）
・本射的と試射的は独立に連番の状態で配布する。

・試射的については、連番通りに記入していなくとも可とする。

　ただし、極力連番通りに記入するよう今後学連員は指導する。

・「日本学生ライフル射撃連盟」印については、可能であれば導入を推奨。

　　ガイドラインとして

「日本学生ライフル射撃連盟」印（支部名が含まれているものでも良い）を赤で

ISSFのマークのある、標的右下角の側面2か所（「下側側面の右寄り」と「右側側面の下寄り」）に黒点がある側を上においた時に正常に読める方向で押す。（下図も参照）
・標的検査の際、合格した標的の本射的1枚目（三姿勢の場合は、Kの本射1枚目）の
右下隅（ISSFマークの左隣り）に「SRAJ」印を青で押す。
ただし、方式を合わせられない理由があれば、暫定的に従来通りの方式でも良い。
極力速やかに移行するよう各支部には要請する。

日本学生ライフル射撃連盟








